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お客様保管用

このたびは業務用エレベスイングをお求めいただき、誠にありがとうございます。
商品の機能が十分に発揮されるように、この取付・取扱説明書の内容に沿って
正しく取付けてください。取り付け後は、この取付・取扱説明書をよくお読みのう
え、正しくお使いください。
この取付・取扱説明書は大切に保管し、必要なときにお読みください。

取付工事が必要な製品です。
取付工事に関しては施工店様へご相談ください。

適応品名

・558354 EVGD090 2段棚D30（壁取付）

・558355 EVGD750 2段棚D30（壁取付）

・558356 EVGD120 1段棚（壁取付）

・558357 EVGD090 1段棚（壁取付）

・558358 EVGD075 1段棚（壁取付）

・558391 EVGD090 2段棚D30

・558392 EVGD750 2段棚D30

・558393 EVGD120 1段棚

・558394 EVGD090 1段棚

・558395 EVGD075 1段棚

業務用エレベスイング



表示について

この取付・取扱説明書では、製品を安全に正しく取付・設置し、製品を安全に正しくお使いい

ただき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために下の表示を

行っています。いずれも使用者の安全に関する重要な内容ですので、必ず守ってください。

この表示の内容を実行しないで取付・設置また誤った取り扱いをすると人が死亡、
または 重症を負う可能性が想定される内容を示しています。

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。

この記号は必ず実行していただきたいことを告げるものです。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う危険が想定される場合お
よび物的損害の発生が想定される内容を示しています。

警告

注意
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調整レバー

■ 各部の名称

●第三者に譲渡・貸与される場合も、この説明書を必ず添付してください。

●この説明書は大切に保管してください。

●本製品に関するお問い合わせは、お求めの販売店もしくは弊社にご連絡ください。

■ 安全に関するご注意 （安全のため必ずお守りください）

収納ラック側板

取っ手

安全ガード

機構部(昇降ユニット)

収納ラック棚板



箱を開けたら部品がすべて揃っていることを確認してください。
梱包内容の不足、破損のある場合は、お求めの販売店もしくは弊社までお申し出ください。

エレベスイング 本体・・・1台

製品本体

壁取付金具・・・左右各1個

取付金具

トラスタッピンねじ
4×60・・・8本

トラス小ねじ
4×12・・・2本

トラス小ねじ
4×8・・・6本

■ 梱包内容・付属品
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オプション別売品

耐震ラッチ本体・・・左右各1個

位置調整治具・・・1個

■ 準備物（必要工具類）

□ 電気ドライバー

□ ハンドドライバー（＃2、＋字）

什器取付金具・・・1個

トラス小ねじ
4×8・・・4本

付属部品

六角棒レンチ（呼び3）
・・・1個

補助取っ手

耐震ラッチセット （什器取付用には取付できません）

（什器取付金具の取付
では使用しません。 ）

（壁取付金具の取付
では使用しません。 ）

耐震ラッチ受け・・・左右各1個

ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ小ねじ
4×8・・・4本

製品本体に同梱されています。

製品本体と別同梱です。



■ 製品寸法図 【壁取付け用】
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2段棚タイプ 1段棚タイプ



■ 製品寸法図 【什器取付け用】
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2段棚タイプ 1段棚タイプ



トラスタッピンねじ4×60
（左右各4本）

壁取付金具 右

壁取付金具 左

■ 取付け方法 【壁取付け用】

① 壁取付金具を取付けます。
ご使用時に取っ手に手が届く高さに取付けてください （3ページの製品寸法図を参照）

注意 作業時は保護メガネを着用して下さい。

壁取付金具の取付け位置に十分な
下地の厚さ、および補強がされている
ことを確認してください。

●製品が脱落するおそれがあります。

警告

下図寸法の箇所に壁取付金具を取付ける下穴位置をけがき、トラスタッピンねじ4×60（左右各4本）で
壁取付金具を取付けます。

・ 製品取付け部に十分な下地の厚さ、及び補強がされていることを確認してください。

・ 下地の強度が十分でない場合は下図を参考に補強を追加してください。

【 壁下地が補強されていない場合 】
壁の上から構造用合板を取付け、壁面の補強を行います。

補強をする際は製品1台につき1枚の合板で
補強してください。

合板は間柱に確実にねじで取付けてください。

注意 構造用合板の指定

種類：ラワン合板（広葉樹)

接着の程度：特類

強度等級：1級

板面の品質：指定なし

（ただし、ふし部はねじ打ち不可）

高さ：450mm以上

厚さ：12mm以上

幅： 壁取付金具の外寸より外側の

間柱にねじ打ち可能な幅をご用意く

ださい（外寸は図を参照）
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● 取付け前の確認

● 取付け方法

オプション品の耐震ラッチをご利用になる場合は、壁取付金具の取付け前に、
壁取付金具への耐震ラッチ本体の取付けが必要です。詳細はP７をご確認ください。
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ナベＳタイトねじ5×30
（左右各2本）

③ 壁取付金具に機構部を取付けます。
機構部を前側からスライドさせるようにセットし、トラス小ねじ4×8を左右各3ヶ所、およびトラス小ねじ4×12
を左右各1ヶ所を固定してください。

電気ドライバーは使用しないでください。

注意 ねじの長さを間違えないように注意してください

④ 機構部に収納ラックを取付けます。
手順②で取外した収納ラックを再度取付けます。
機構部の収納ラック取付け部にナベＳタイトねじ5×30 （左右各2本）で固定してください。

電気ドライバーは使用しないでください。

オプション品の耐震ラッチをご利用になる場合は、収納ラック分離後に、
収納ラックへの耐震ラッチ受けの取付けが必要です。詳細はP８をご確認ください。

② 機構部と収納ラックを分離します。
ナベＳタイトねじ5×30（左右各2本）を外し、機構部と収納ラックを分離してください。
外したねじは再度使用しますので失くさないようにしてください。

オプション品の耐震ラッチをご利用になる
場合は、収納ラック取付け後に、
耐震ラッチ受けの位置調整が必要です。
詳細はP９をご確認ください。



■ 耐震ラッチ（オプション別売品）の取付け方法
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⑤ 取付け後の確認
P1６ 【使用方法】 の 【操作方法】に基づき、
調整レバー左右とも『少ない』にして
Ａの位置でロックがかかるか、
Ｂの位置でロックが解除するかを確認してください。

また、商品はガタツキがなく、しっかり固定されているか確認
してください。

A

B

P3製品寸法図の「棚や収納物の設置可能範囲」より外側に物が無いことを確認してください。

● 取付け前の確認

① 耐震ラッチ本体を取付けます。
P５ 取付け方法 【壁取付け用】 壁取付金具の取付け前に実施してください。
壁取付金具に、トラス小ねじ4×8 （左右各2本）で耐震ラッチ本体を取付けます。

壁取付金具 右

壁取付金具 左

耐震ラッチ本体金具 左
『 Ｌ 』と表示

耐震ラッチ本体金具 右
『 Ｒ 』と表示

トラス小ねじ4×8
（左右各2本）

● 取付け方法



耐震ラッチ本体のラッチ部が前向きなっていることを確認
してください。

壁

ラッチ部

前
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② 壁取付金具を取付けます。
P５ 取付け方法 【壁取付け用】 手順①をご確認ください。

③ 耐震ラッチ本体の動作確認を行います。
左右の耐震ラッチ本体から保護台紙を外し、ラッチ部がスムーズに上下するか確認してください。

保護台紙

耐震ラッチ本体

④ 収納ラックへ耐震ラッチ受けを仮固定します。
P6 取付け方法 【壁取付け用】 の機構部と収納ラックを分離後に実施してください。
収納ラックの棚板に、ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ小ねじ4×8 （左右各2本）で耐震ラッチ受けを取付けます。

ラッチ部が上下に動作しない場合は設置状態が正しくな
い可能性がありますので耐震ラッチ本体の取付け状態を
確認してください。

耐震ラッチ受け

ｽﾘﾑﾍｯﾄﾞ小ねじ
4×8

収納ラックへ耐震ラッチ受けを取付け後は
耐震ラッチ受けが破損しないように注意してください。

ラッチ部
（下側）

ラッチ部
（上側）
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⑤ 壁取付金具に機構部を取付けます。
P6 取付け方法 【壁取付け用】手順③をご確認ください。



⑥ 機構部に収納ラックを取付けます。
P６ 取付け方法 【壁取付け用】 の壁取付金具に機構部を取付け後に実施してください。
機構部と収納ラックを分離した際、取外した収納ラックを再度取付けます。
機構部の収納ラック取付け部にナベＳタイトねじ5×30 （左右各2本）で固定してください。

電気ドライバーは使用しないでください。

ナベＳタイトねじ5×30
（左右各2本）

⑦ 耐震ラッチ本体に位置調整治具をセットします。
収納ラックを下降させてロックが掛かっている状態にします。
耐震ラッチ本体の前方端部に位置調整治具のコの字部を差し込んでください。

耐震ラッチ本体

位置調整治具
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⑨ 耐震ラッチ受け金具の位置を調整します。
収納ラックを最上部へ押し上げた状態で耐震ラッチ受けを耐震ラッチ本体側へ指で押してください。
耐震ラッチ本体と当たる位置まで動かします。

耐震ラッチ本体

耐震ラッチ受け

押す

押す位置

壁
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⑧ 耐震ラッチ受けのねじを緩めます。
収納ラックの棚板に耐震ラッチ受けを取付けている、スリムヘッド小ねじ4×8を左右各2ヶ所
を金具が前後へスライド出来るまで緩めてください。（ねじは完全に外さない）

スリムヘッド小ねじ
4×8

緩める

緩みがないようにしっかり締め付けてください。

スリムヘッド小ねじ
4×8

締める

⑩ 耐震ラッチ受けのねじを固定します。
耐震ラッチ受けを指で押し続けた状態で再度スリムヘッド小ねじ4×8を固定してください。
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⑪ 位置調整治具を取外す。
収納ラックを下降させてロックが掛かっている状態にします。
手順⑦で取付けた位置調整治具を取外してください。

⑫ もう片方の取付位置を調整する。
左右共に同様の手順で実施してください。

位置調整治具

耐震ラッチ取付位置の調整後に実施してください。

● 収納ラックを最上部へ押し上げた時の耐震ラッチの状態

⑬ 取付け後の確認
P７ ⑤と同様に取付け後の確認をしてください。

● 収納ラックを引き下げた時の耐震ラッチの状態

収納ラックが完全に最上部へある時は下図の状態になります。通常の状態では収納ラックの昇降動作に
伴い、ラッチが上下します。また、ラッチ受けは正しく作動するよう、自己調整します。

ロック部品がラッチに勘合していないため、ラッチの先端が上昇しています。下図は収納ラックが下がって
いる状態であり、収納ラックが最上部へ収まる前の待機状態です。

※通常の状態（振動無し）

※通常の状態（振動無し）
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■ 取付け方法 【什器取付け用】

● 取付け前の確認

取付け可能な什器の寸法

① 什器取付金具の取付け
什器柱角穴に什器取付金具のツメ（左右各3か所）を引っ掛けます。

床置き什器に取付けする場合、什器が転倒しないよう必ず什器と壁を固定してください。

壁取付什器に取付けする場合、十分な強度が確保された壁に什器がしっかり固定されて
いること確認してください。

● 取付け方法



13

② 什器取付金具の抜け止めをロックします。

(1) 付属の六角レンチを使用し、什器取付金具の左右にある
「六角穴付ボルト」を少し緩め「抜け止め」の向きを変えます。

(2) 什器の角穴に差し込み、指で押さえながらボルトを締め付
け、什器取付金具が外れないようロックします。

④ 什器取付金具に取付けます。
機構部を前側からスライドさせるようにセットし、トラス小ねじ4×8を左右各3ヶ所、
およびトラス小ねじ4×12を左右各1ヶ所を固定してください。

ナベＳタイトねじ5×30③ 機構部と収納ラックを分離します。
ナベＳタイトねじ5×30（左右各2本）を外し、機構部と収納ラック
を分離してください。
外したねじは再度使用しますので失くさないようにしてください。

(1) (2)

電気ドライバーは使用しないでください。

注意 ねじの長さを間違えないように注意してください
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⑤ 機構部に収納ラックを取付けます。
手順③で取外した収納ラックを再度取付けます。
機構部の収納ラック取付け部にナベＳタイトねじ5×30
（左右各2本）で固定してください。

⑥ 取付け後の確認
P7 ⑤と同様に取付け後の確認をしてください。

■補助取っ手（オプション別売品）の取付け方法

（設置後に取付けできます。取付け作業は収納ラックが上にある状態で行ってください。）

① 収納ラック側板下棚を外側に開く。
② 取っ手パイプを取外します。

③ 取外した取っ手パイプに補助取っ手
を差し込みます。

④ 取外した逆の順序で組立て完了です。

電気ドライバーは使用しないでください。



以下のものは収納しないでください。
・ビンなどの不安定なもの。
・包丁・薬品などの危険なもの。
・食器で割れやすいもの。
・ぬれたもの。
・すべりやすいもの。
・熱したもの

●破損・落下による事故やサビの原因になります。

作業時などは、収納ラックを降ろしたまま放置しな
いでください。

●頭などをぶつける恐れがあります。

収納ラックにぶらさがらないでください。
また寄りかかったり無理な力を加えないでください。

●危険であり、故障の原因になります。

注意

昇降時は機構部に指や手を入れないでください

●指や手をはさみケガをする恐れがあります。

収納ラックを下げた状態でラックの上部からのぞき
込んだり、手を入れたりしないでください。

●手や指、頭をはさんで大ケガを する恐れがあります。

■ 取り扱い上のご注意

安全に関する注意事項です（安全のため必ずお守りください）
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積載荷重（収納できる重さ）は、
下記の範囲以内でお使いください。
１段棚タイプ 8㎏以内
２段棚タイプ 15㎏以内
（上棚7kg、下棚8kg以内）
また、急激な出し入れは
しないでください。

初期状態では操作補助力の設定が
”少ない”になっております。荷物の量
に応じて必ず補助力調整をしてください。
補助力調整をしないと収納ラックがいき
おいよく動きケガをする恐れがあります。
収納ラックは必ず両手で持ちゆっくりと
操作してください。
また、動作の途中では絶対に手を放さな
いでください。●出し入れが重くなったり、故障の

原因になります。

収納物を側面や背面のガードより高くのせないで
ください。

●破損・落下や事故の原因になります。

必ず取っ手を持って操作してください。



補助力は3段階の切り替えが出来ますので、収納量に応じて

適切な設定でご使用ください。

〔収納量が0～5kgのとき〕

両側のレバーを“少ない”に

合わせてください。

〔収納量が6～10kgのとき〕

片側のレバーを“少ない”に

他方のレバーを“おおい”に

合わせてください

〔収納量が11～15kgのとき〕

両側のレバーを“おおい”に

合わせてください。

操作方法 〔図1〕

ロックが掛かった状態では絶対に収納ラックを押し上げない

でください。ロックが破損する恐れがあります。

収納ラックは必ず両手で取っ手（または補助取っ手）を持ち、ゆっくりと操作してくだ

さい。また、動作の途中で手を放さないでください。

操作補助力の調整方法 〔図3〕

両側のレバーが“ 少ない ”の位置にあるときは8kg以上の収納物を載せないでください。

●収納ラックが勢いよく降下し、ケガをしたり機構部が破損する恐れがあります。

操作補助力の切り替えは収納ラックが上に納まっている状態で行ってください。

■ 使用方法
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＜1＞両手で取っ手（または補助取っ手）を持ち、収納ラックを

ゆっくり手前に引き降ろします。

＜2＞①の位置で「カチッ」という音とともにロックが掛かり収納

ラックが上がらなくなります。

＜3＞収納ラックを上げる際は、②の位置（「カチッ」と音がする位置）

まで収納ラックを下げ、ロックを解除してください。

＜4＞ロック解除後、ゆっくり収納ラックをあげてください。

安全ガードの使い方 〔図2〕

安全ガードは、収納物が前に落ちないように設けてあります。

上に持ち上げ、前にたおすと収納物が出し入れしやすくなります。

昇降操作時は必ず元に戻してください。

収納物の落下したり、安全ガードが破損する恐れがあります。

左右逆でも可

〔図2〕

耐震ラッチがある場合は、収納ラックを最上部へ押し上げて納めた直後すぐに収納ラック
を引き下ろさないでください。耐震ラッチのロックが掛かる場合があります。



■ 耐震ラッチがある場合の注意事項 【必ずお読みください】

■ トラブルの解決方法
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解決方法内容

収納ラックを最上部へ押し上げた時の振動で引き下げ動作時にロックが掛か
る場合があります。

収納ラックを最上部に押し上げて納めた直後すぐに収納ラックを引き下ろさ
ずに数秒間静止後に引き下げてください。

収納ラックを引き下げ動作中に耐震ラッチ
のロックが掛かってしまった。

耐震ラッチは通常、揺れがおさまると自動的に解除されます。
地震によって躯体（壁や床など）にゆがみや傾きが生じた場合、正常に解除
されない場合があります。

1. 耐震ラッチの強制解除方法

2. 一度解除しても、またロックが掛かってしまう場合は設置した壁などが傾
いている可能性がありますのでお近くに工務店等へ連絡して壁の状態を
確認してください。

地震発生後、耐震ラッチが解除されない。

①収納ラックを手前に引きます。

②マイナスドライバーなどの工具をロック部
（ラッチと受け部）に 挿入しラッチを受けから
抜くようにドライバーを用い開放します。

耐震ラッチ受け

ラッチ部

マイナスドライバー

● ご覧の取付・取扱説明書の表示内容に基づき、安全には十分留意して設計・製作しておりますが表示内
容と異なる使用や改造は、破損や落下事故につながりますので絶対におやめください。特に製品の機能を
十分に引き出し、安全にご使用いただくために耐荷重・取り付け位置・取付方法・調整方法などをご確認の
上お守りください。

● 製品は垂直な壁への取付けを前提として設計・製作しております。傾斜面などへの取付けは絶対におやめ
ください。設計外の荷重などにより破損・落下などの事故原因になります。

● 製品は防災用の製品ですが、天災時の保障はしかねます。また、天災による被害そのものの保障もできか
ねます。

● 本来の使用用途以外の使用方法により、お客様に不利益な事態が生じましても、当社では責任を負いか
ねます。

● 建物の構造・収納物により性能を十分に発揮しない場合があります。



メモ
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日常のお手入れは、やわらかいタオルや布でから拭きしてください。それでも落ちない汚れは、中性洗剤をつけて拭き
その後すぐにから拭きして水気を拭き取ってください。

●製品を傷める原因になります。

酸性・アルカリ性の洗剤、 ベンジン、シンナーおよびクレンザー
メラミンスポンジ、たわしなどの硬い掃除用具

次のものは使わないでください

■ お手入れ方法

製品の仕様

※1 取付金具と製品本体を含む重量

※2 収納ラックが上に納まっているときの寸法

株式会社ダイドー
〒586-0037 大阪府河内長野市上原町250-2

製品に関する
お問い合わせフォーム
https://daydo.jp/contact/

【施工店様 問い合わせ先記入欄】

店名・担当者名

〒 -

TEL： - -

■ お問い合わせ

●取付け方法、工事に関するお問い合わせ

お近くの施工店様へお問い合わせください。

●製品に関するお問い合わせ

下記問い合わせフォームよりお問い合わせください。

19

J1-JAB5-A152
(558391290 )

2025.2

原産国
主な素材

（表面処理）

本体サイズ
製品
重量
(※1)

最大積載
重量

昇降ストローク

製品名称品番
取付
タイプ 高さ

※2
奥行
※2

幅
上下
方向

前後
方向

日本

・機構部・アーム部
→スチール
（カチオン電着塗装及びメッキ）

・収納ラック側板
→ABS樹脂

・収納ラック棚板
→スチール（塗装鋼板）

・安全ガード
→スチール
（ポリエチレンコーティング）

・取っ手
→スチールパイプ
（ポリプロピレンコーティング）

・壁取付金具
→スチール
（カチオン電着塗装）

・什器取付金具(本体)
→スチール
(カチオン電着塗装)

・什器取付金具(本体)
→アルミニウム（アルマイト）

550
mm

352
mm

872.6
mm

17kg

15kg

500
mm

386
mm

EVGD090 2段棚D30（壁取付）558354

壁
取
付
タ
イ
プ

722.6
mm

16kgEVGD750 2段棚D30（壁取付）558355

325
mm

1172.6
mm

17kg

8kg

EVGD120 1段棚（壁取付）558356

872.6
mm

16kgEVGD090 1段棚（壁取付）558357

722.6
mm

15kgEVGD075 1段棚（壁取付）558358

555
mm

402
mm

889.5
mm

17kg

15kg

EVGD090 2段棚D30558391

什
器
取
付
タ
イ
プ

739.5
mm

16kgEVGD750 2段棚D30558392

376
mm

1189.5
mm

17kg

8kg

EVGD120 1段棚558393

889.5
mm

16kgEVGD090 1段棚558394

739.5
mm

15kgEVGD075 1段棚558395


